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令和６年度第２回沼田市総合教育会議会議録 

 

１　開催日　　 

　　　令和７年２月２０日（木） 

 

２　場所　 

　　　テラス沼田　庁議室 

 

３　出席者　 

　　　沼田市長　星野　　稔 

　　　沼田市教育委員会 

　　　　教育長　竹之内　篤 

　　　　委員　　永井　和恵 

　　　　委員　　武藤　英子 

　　　　委員　　長谷川　清 

 　　　　委員　　小黒　陽子

　　　事務局 

　　　　星野盾教育部長、桒原満博教育総務課長、林武史学校教育課長、武井良和生

涯学習課長、原澤秀樹文化財保護課長、阿部勝良スポーツ振興課長、織田澤

清子教育総務課長補佐 

 

４　開会　午前９時３０分 

 

 ５　挨拶

 

 ６　会議録署名人の指名

 　　　市長が武藤英子委員を指名

 

７　意見交換 

　　　議長：星野市長 

     テーマ

　　（１）沼田市立小中学校の統廃合における課題について 

 

      ○教育総務課長から、沼田市立小中学校統廃合に係る説明会で出された意見や

 質問について説明

 ・学校統合後の通学方法について

 ・地域づくり（地域コミュニティ）の在り方について

 ・少子化対策としての企業や移住者の誘致への対応について

 ・学校の跡地活用について

 

       ◎主な意見

 

 　　　（永井委員）

　　　　　学校統合に関しては課題が山積みであると感じた。地域の子供が減ってい

るが、活気のある学校が望ましい。学校施設の活用では、近隣住民からの意

 見を聞きながら、活用を進めてほしい。
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     　（長谷川委員）

　　　　　スクールバスや路線バスについて、利用する基準が距離のみで判断される

 のはどうかという意見がある。坂の有無なども影響すると思われる。

　　　　　跡地活用については、どのような施設として活用されるかが想像できない。 

 

 （教育総務課長）

　　跡地活用について、他の自治体の事例では、民間に貸し出す、学童クラ

 　ブや地域住民が活用するなど様々である。庁内でも意見交換を行っている。

 

     　（小黒委員）

　　　　　通学については課題があると思うが、近隣の市町村ではどのような状況か。

 基本的にはスクールバスで対応できると良いと考える。

　　　　　地域づくりについては、各地区で取組が進められており、各地区間の連携

 が課題となる。

 　

 （教育総務課長）

近隣の町村では、スクールバスによる送迎が多いと聞いている。また、個

 人の送迎が増えていることから、安全面には配慮したい。

地域づくりについては、各地区コミュニティセンターを中心に進めている

ものもあれば、学校を支えていく地域のつながりなど、地域の捉え方も様々

 であると考える。地域づくり担当課とも連携・協働しながら進めたい。

 

 （小黒委員）

　　スクールバスと個人で送迎される自家用車が同じ時間帯に集まり、危険　

を感じたことがあるので、子供たちの安全については、更に配慮していただ

 きたい。

 

    　（武藤委員）                                            
　　　　　自転車通学について、事故のニュースなどを耳にする。コスト面の問題も

 あると思うが、基本的にはスクールバスの方が安全であると考える。

　　　　　学校の跡地活用では、立地などもよいと思うので、工夫して進めてほしい。 

 

 （教育総務課長）

現在でも、自転車通学者向けに安全教育を行っている学校がある。学校統

合により通学区域が広がることで、自転車通学となる生徒が増えるのであれ

 ば、更に安全面をしっかり検討していく必要があることは認識している。

 学校跡地の活用については、庁内で連携して進めたい。

 

　　（２）令和７年度実施予定事業について 

 

       ○各課長から説明

 

       ◎主な意見

 

     　（永井委員）



- 3 -

　　　　　学校教育課長から説明にあった沼田市通学路見守りサポート事業のストラ

 ップ付きカードというのは、どのようなものか。

 

 　　　（学校教育課長）

　　　　　ストラップ付きカードは、名札のようなもので、通学路見守りサポートの

　　　　カードが入っており、散歩やジョギングなどの際に携帯していただくもので

 　　　　ある。

 

 　　　（長谷川委員）

 　　重要な事業が多くあると感じる。

　　　　　学校訪問の際に学校支援員の制度はよいと思うので、引き続きお願いした

 　　　　い。

 

     　（小黒委員）

学習用情報端末については、全部の端末を新しいものに更新するというこ

 とか。また、現在使用している端末は、廃棄するのか。

 通学路見守りサポート事業の登録者人数はどのような状況か。

 

 （教育総務課長）

　　学習用情報端末については、基本的には全部新しいものに更新し、現在

 　使用しているものは廃棄となる予定である。

 

 （学校教育課長）

　　通学路見守りサポートは、学校教育課と各学校が受付窓口となっており、

　学校教育課では２０名から３０名ほどの登録を行った。各学校の状況は、

 　今後取りまとめを行う予定である。

 

 （武藤委員）

 　　多くの事業をしているので、引き続きよろしくお願いしたい。

 

 （市長）

 令和７年度事業の補足として、森林文化都市アクションプランについて、

 　森林文化都市アクションプラン（概要版）に沿って説明

 

     　（小黒委員）

　　　　　学校の跡地活用についても、大学等に働きかけ、学生の体験や実習などで

 活用するなど工夫していただきたい。

 

     　（市長）

 　　　　　様々な意見をいただきたい。

 

 

８　閉会　午前１０時３０分 

 


